
24 - 23
17 - 19
25 - 20

Ｃ 24 - 24
Ｍ コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
6 * 0 1 2 3 1 4 4 0 2 2 1 2 0 0
8 0 0 2 0 2 3 4 1 1 1 2 1 3 0 0
13 0 0 3 0 2 1 2 0 1 1 2 0 1 0 0
20 0 2 7 0 3 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
22 * 2 5 9 16 5 8 0 2 0 2 0 2 0 0
23 * 0 0 5 16 4 6 4 8 6 14 1 1 0 0
24 * 2 8 2 8 5 6 0 2 3 5 0 5 0 1
25 0 0 0 5 8 0 0 1 3 1 4 2 0 0 1
26 * 0 0 1 2 1 2 3 2 4 6 0 0 0 0
27 0 0 0 0 6 4 8 0 5 2 7 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 0 1
6 26 24 66 24 40 13 24 21 45 5 14 0 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 2 5 5 6 0 0 5 1 0 1 0 0 0 0
2 * 2 3 3 6 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0
11 * 0 0 3 7 1 2 4 1 1 2 0 4 0 0
12 0 1 2 3 5 1 2 2 2 1 3 2 3 0 0
15 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0
20 0 2 2 3 6 4 5 5 1 1 2 1 1 0 0
25 * 2 4 1 2 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0
33 0 0 0 7 15 3 5 1 3 4 7 0 2 0 1
40 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
45 * 0 1 0 2 0 0 2 2 1 3 0 0 0 0
51 0 0 1 0 1 0 0 3 0 0 0 1 0 0 0
55 * 0 3 1 4 0 0 2 1 6 7 1 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - -
9 21 26 54 9 14 28 14 17 31 6 11 0 1

びわこ成蹊スポーツ大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト 勝ち点　1 勝ち点　0試合ＮＯ 201

90 86

敗チーム

大阪商業大学

男子

戦評
【総括】
ついに、平成27年度関西学生バスケットボールリーグ戦が開幕した。大会第1試合目は昨年5位の大阪商業大学と
昨年6位のびわこ成蹊スポーツ大学の対戦となった。この試合は開幕第1試合にふさわしい好ゲームとなった。序盤
から両チームともに一歩も譲らず、持ち味を十分に発揮する展開となる。びわこは#22山口を中心としたプレーで得点
を重ね流れを掴もうとするも、対する大商大は#33土居を中心としたインサイドで得点を重ね流れを渡さない。後半も
両チームともシュートが決まり、均衡が破られないまま第4ピリオドに差し掛かる。第4ピリオドもびわこが点を決めると、
対する大商大も点を決め、白熱した展開となる。しかし、終盤流れを掴んだびわこがリードを守り、90-86と僅差ながら
びわこが勝利を収めた。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、両者マンツーマンで試合が始まる。両者激しいディフェンスで序盤均衡状態が続いていたが、びわこ
のタイトなディフェンスにより、大商大のターンオーバーを誘い、＃6冨岡の速攻、#22山口のドライブで差を広げる。ま
た、大商大のファウルトラブルによりびわこは着実に加点する。対する大商大も#20中島のアシストやドライブにより得
点を上げ流れを渡さない。終盤膠着状態となったが、大商大#0那須のブザービートが決まり、23-24と大商大がびわ
こに追いすがったところで第1ピリオドは終了する。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、お互いの激しいディフェンスにより流れを引き渡さない。そんな中、大商大は#33土居のインサイドプ
レーや、#11金本の速攻で得点を重ねていく。対するびわこは中々シュートが決まらず、流れに乗り切ることができな
いが、大商大のファウルトラブルに助けられフリースローで得点を重ねていく。両者得点が入らない状態が続いていた
が、大商大#25森の3Pシュートが決まると、びわこ#24中村も3Pシュートを入れ返すなど終盤は点の取り合いとなり、試
合は白熱する。互いに流れを渡さないまま42-41大商大リードで前半を折り返す。両者ガッツのあるプレーが目立った
第2ピリオドであった。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、開始早々びわこはオールコートからの激しいディフェンスで大商大を苦しめ、#22山口の速攻からのバ
スケットカウント、#23石田のシュートでこの試合初めて点差が2ケタになる。しかし、大商大も#20中島の速攻で落ち着
きを取り戻すと、#33土居のゴール下や#0那須の3Pシュートで食い下がる。途中再び差が2ケタになるが、終盤大商大
のオールコートプレスからの速攻で差を縮め、傾きかけた流れを取り戻し、66-62びわこリードで第3ピリオドが終了す
る。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、序盤、大商大#33土井がインサイド支配し立て続け得点する。第3ピリオド終盤に追いついた流れもあ
り、開始3分で大商大が同点に追いつく。しかし、びわこのタイムアウト後、#25難波のシュートが決まると、#22山口の
バスケットカウントや3Pシュートで再び点差を広げる。しかし大商大も#20中島の3Pシュートや#33土居のゴール下など
で追いすがる。しかし、残り26秒びわこ#24中村の3Pシュートが決まり、たまらず大商大がタイムアウトを取る。タイムア
ウト後、大商大#11金本が3Pシュートが決まり、3点差に詰め寄るも、びわこが落ち着いた試合運びを見せ、大商大あ
と1歩が届かず、90-86でびわこが大会初勝利を飾った。

主審

関西学生バスケットボール連盟

木下 雄太(神戸大)戦評細見　亮太 副審 中川　寛樹

記録

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2015.08.29
びわこ成蹊スポーツ大学開始時間 11:00

会　　場 甲南大学

部屋 翔大 3 24

高石 康平 6 13

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

冨岡 大晃 5 17

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

14 30

保科 淳平 1 10

0 -

0 -
-

今田 哲志 3 17

山口 大地 29 28
石田 浩平

-

山口 直紀 4 11

中村 洋紀 15 29
難波 大樹 10 21

-
0 - -

合　　　計 90

0 -

200
RATE 23.1% 36.4% 60.0%

大阪商業大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 上岡　朋寛

那須 裕生 16 23

ST MINTO AS

中島 良太 16

岡田 賢一 10
金本 浩希 7

REBOUND３Ｐ BS

鍵谷 英幸 10 20

22

RATE 42.9%

-

0

48.1% 64.3%
200

茂刈 皇希

森 健悟 8 12

鈴木 博之 0 14

土居 祐輔 17 26
伊藤 大地 0 3

２０１５年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach: 樋口　泰 -
合　　　計 86

0 -
0 - -

3
32

0 - -
大澤 亮介 2

21
丸上 裕真 0 2

22


